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用行義塾に関する未公刊資料「沿革誌J について(その 2)
YOHKOH-GIJYUKU, the 白rstelementary school 泊 Fukuroi in 白eMeiji era, 







f舟行線1aに関する未公判資料 「治1(i.史 J について(その 1)J 
…以下、 本線内で略する時は r(その 1 ) J とする。
「用行義塾に関する未公判l資料「沿革史J について(その 2)J















時) 、 問 ・ 伊藤律夫先生のおカ添えを得た。ここに記して
感謝の意を表する次第である。
《表 4 ・ 表 5 の凡例》
・ 表中の最左欄に示した「情報No.J の左側数値は、表 1 (ßIJ掲(そ
の 1) 所収)の「資料No. J を指す。「情報ぬJ の布仮!1 r -J の
次に掲げた数字は、その資料中に見られた舟行義整関連の情
報を登場般にナンバリングしたものである。従って、例えば
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- 原文の!日字体 ・ 略字体 ・ 異体字等は現在の通常の字体に直し




のように付している r-V-V J は「原文のままJ の意味である。
[ ) が付されている部分は小栗による注記を示す。最右欄




















間割を含む)と f規貝則IJJ の 2 つである {ω1ο}
この 2 つの文番は用行義塾に関する数少ない l 次資料
でで、あり1、既存の文献でもよく紹介されてきたものである。
それが『沿草誌』にもそのまま記載されていた。
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表 4 ~沿革誌 (袋井東小学校) ~ から得た用行豊島塾関連の情報
|資料ぬ 1 ~1lの『沿革誌(袋井東小学校) ~ より
|資料中で右の抜書|情報ぬ 1;;;7}~;;;;1 原文の抜き書き |ここから分かる用行組関連の輔|き文宣言がある場所|
1 -1 I r第一編J r第二 |一、用行義塾ノ関カル、ヤ左ノ諸規程ヲ定ム |→「夫レ人ノ ・ ・・ j 以下の文章も、 『袋
2在 学校制定ノ諸| 夫レ人ノ人タノレノ道ヲ知リ士農工商其ノ業トスノレ所ヲ学|井市史 ・ 史料編』で紹介されている『用
規定J r第一節 | ビ身ヲ安シ家ヲgスニハ学術ヨリ要ナノレハナシ然レトモ|行義塾教典!ならびに規則J (袋井則、
| 従来ノ学法ノ、難解ノ文選詩集文集百家ノ審ニテ半生ノ智 l ，本校設置前ノ概 | ヵヲ費シ人生欠クベカラサノレノ活計ニ暗キノミナラス世I~保存されている f版木j の文寧)と
況J 1 事ニ疎ク其要領ヲ得ガタシ故ニ同志ノ輩ト謀り我山名郡i閉じ内容である。 但し r (附記 字ノ、





[ この後に時間~J表があるが、ここには示 し難い。 『袋弁











一、人ノ寄トナノレ所業於有之ハ退塾ノ事 |→休日は f佳節J (かせつ、祝日のこと)と
一、事故疾病等ニテ在宿ノ生徒ハ其父兄ヨリ趣意文面ニ I r一六j で、当時の一般的なスタイ/レで
テ当 日内エ通達エ及ベシ | | あることが分かる。一六日(いちろく一、休日ハ佳節一六ノ事 | 但一六ハ修身学線開ノ事 |ぴ)は毎月 l と 6 が付く日のことで、
遠州第三拾区久津部邑 i江戸時代から明治初めまでの日本では、
明治五壬申年六月サ五日発校 義益社中 !これが一般的な休日であった。
2 -1 I r第二編J r第四 |一、用行義塾ヲ創設シテヨリ明治十四年十月二十日マデノ、国本|一明I紙第一図、別紙二図は残念ながら
主主 校舎J r第一| 村久津部ニ設置ス !現在のところ所在不明である。
節 本校設置前ノ| 別表第一関ハ記録蓮滅シテ徴スベキモノナカり 【 この間|→用行義塾は設立から明治 14年 10 月
概況J I に fシJ があるべきだが欠落している 1 jJ当時ノ事情ヲ |まで、学校の場所は変らなかったこと
詳ニセノレ日向箆作氏エツキテ英大婆ヲ記載シタルナリ |がわかる。 狭険のため明治 14年に新築
一、明治十四年十月四日広岡村久津部七十九番地ニ友ノ校舎ヲ|されたことが情報No.13ー 1 から判明し
新築ス(別紙二図参照) Iているから、照行義塾は 「関口 十四
木造瓦葺二階家 一棟 |附J 以下に示された新築校舎の大きさ
関口 十四間 卜以下、ここでは略す) I よりも小さかったことがわかる。
2-21 r第二編J r第五 i一、周行義塾ヲ設置シテヨリ明治十四年十月二十日マデハ国本|→用行義塾のあった場所が f番地j ま
耳宣校地J r第一| 村久津部字新屋二千八十番地ノーヲ校地ト定ム(別表第一lでわかる 。 r 国本村久津都字新慶
節本校設置前ノ ! 図参照) 12080-1J である。
概況J 1一、明治十四年十月 二十日広間村久主幹部檎ノ木ニ校地ヲ変更ス |→明治 14年の新築移転場所は「鎗ノ木J
(男IJ表第二図参照) 1と呼ばれていた地であることがわか
る。 久主幹部の名は岡村にあることも。
2-31 r第二編J r第一 |一、明治五年私立用行義塾ノ創設セラレタノレ当時ハ望書類ノ徴ス|→用行義塾設立当時の設位区域(今日
意 学絞殺鐙区 | ベキモノナク其設鐙区域不明ナリ |の学区)は資料がなく不明と記録され
域J r第一節本 1 1ている。
校設置前ノ概況J
2-41 r第二編J r第二|一、明治五年七月有志相謀リテ私立用行義塾ヲ山名郡国本村久|→用行義塾を廃したのは明治 6年 6 月、
寧 学校ノ設廃分 | 津部字新屋ニ設鐙ス |とある。 また、用行義塾のあった場所
合及ピ位鐙J r第 l一、次デ学制ノ公布ニ従ヒ明治六年六月用行義塾ヲ廃シ従前ノ|に、そのまま久津部学校が紋歯された
一節 本校設置前 | 位置ニ公立久津部学校ヲ設僅ス |ことがわかる。 なお戸倉新資料①から、
ノ概況J 1 1久主幹部学校及びその後の学校も、 明治
14年までは舟行義塾の校舎が引続き使
われていたことがわかっている
2-51 r第二編J r第三 |一、明治五年七月ヨり同六年六月ニ至ノレ迄ヲ私立用行義塾ト称|→用行義塾は明治 5年 7月~明治6年 6
主主 学校ノ名称及| ス |月まで用いられた名称であると記録さ
資格J r第一節 1 1れている。
本校設置前ノ ;概
況1
2-61 r第二編J r第三 |一、明治五年七月ヨリ同六年七月ニ至ノレ迄ヲ私立用行義塾ト称|→ここでは用行義塾は明治 5 年 7 月~
宣言 学校ノ名称及| ス |明治 6 年 7 月まで、と記載されており 、
資格J 末尾に挿入 1 11 つ上の情報と微妙に異なっているこ
され綴り込まれて 1 I とがわかる。
いる 「百IJ 白 書事手話高
等小学校概覧J
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|資料No. 1-11 の『沿革誌(袋井東小学校) J より
情報No. 資料中で右の抜書 原文の抜き奮さ ここから分かる用行義豊島関連の事柄き文章がある場所






4-1 f第四編J 「第一 一、明治十一年以前並エ村松学校エ在職セノレモノニツキアハ |日 →明治十一年より前の職員に関する記
君主 学校級員J 記ノ存スノレモノナク不明ナリ 録がなく、用行義勢に関わった何回や
「第一節序言J 国府間ら教員の名は一切出てこない。
4-2 「第四綜J r第一 [明治十一年度の「清水清太j から、職員の名が夢IJ記された一 →戸倉新資料に登場する教員 2 名、清
宣告 学校職員j 覧表が続くため、原文は略す] 水浴太と緒井隣太郎の名が度々登場し
「第二節本校設 ている。清水は明治 11 年度から 14 年













のようなもの)の 1 人「長坂幸得j が、明治 25 年度-39 年度
まで『学務委員J として記録されている。最後の 39 年度の所
では『勤続』が「十四年三ヶ月」とある。 ]
7-2 [ 向上I [ r 日向謹作J について、「明治二十六年度J の表に『村長J →用行義裂の用務員であったと推測さ
としてその名が記されている。「就任年月日 J は『明治三十六 れる目指]~整作は、明治 36-37 年に村長
年七月二十四日 J とある。翌年度の表にも村長として日向護作 になっていたことがわかる。なお当時
が記され、「退職年月日 j に「明治三十七年四月二十五日 j と の村は久努村。
記されている。 ]
7-3 [向上] 【大正 5 年度の表の最後に、足立隆一 (教育委員会が用行義塾 →舟行義事長があった場所を袋井市教育
の場所を教えてくれた資料に出てくる人名。右欄参照)が、『村 委員会が推定した際に用いた文献証拠
長J r就職年月日 J r大正玉、 一一、一八j として記されている。 を説明するために、問委員会が小楽に
足立は 6-8 年度の表にも f村長J として出てくる。 8 年度の 提供して下さった文書(本誌掲載別項
表では「村長j の「退職年月日 J に f大正八、九、 ニ五J とあ f用行義塾の場所と建物についてJ 参
る。また、昭和 7 年度 ・ 8 年度の表にも足立隆二は「村長j と 照)の中に登場する「足立隆二J が、
して記録されているが、ここでは「就職年月日 J に「昭和七、 大正期と昭和初期に「村長J を務めて
閥、廿五J、または「昭和七、四、 二五J と記されているだけ いたことがわかる。当時の村は、いず
で、退職年月日の欄は空白のままになっている。昭和 9年度に れも久努村。
は別の人物が村長として記録されており、その人の「就験年月
日 J が f昭和九、 二、六j とあるから、その前までが足立隆二
の村長任期であったと考えられる。 ]
8-1 「第八編 ーj 一、創立ヨり明治十一年ニ至ノレマデハ旧記ノ存スノレナク不明ナ 司 f当局管吏ノ視祭一関スノレ件j に関









8-3 「第八編 ーj 一、創立ヨリ明治十ニ年一至ノレマデハ詑録ノ徴スベキナク不明 →『英他重要ナノレ事件j に関しては、
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資料No. l~ll 『沿1(1誌(袋弁東小学校) ~より
情報No. 資料中で右の抜書 原文の抜き書き ここから分かる舟行義塾関連の事柄き文章がある場所
8-4 [向上 1 明治十四年度 →戸倉新資料で判明している明治 14年
十月 二十日 新築校舎の落成式ヲ挙行シ静岡県令盛岡山名岩 の校舎新築に関して、その結成式が 10
田郡長等磁場セラレ飯ノレ盛会ヲ極メタり 月 20 日に盛大に行われたことがわか !
此日県令ヨリ金七円郡長ヨリ金弐円ヲ寄贈セラ る。
ノレ
8-5 [同上] 明治十六年度 →戸倉新資料に受場する教員 ・ 諸井燐
五月十六日 制導諸井隣太郎氏生徒用傘弐拾五本ヲ寄附セラ 太郎が、学校に生徒用の傘を寄附して
ノレ いることがわかる。
8-6 「第八縞ーJ 明治ー十六年度 →用行義軍基の発起人の 1 人である足立
「第五~ 其イ也重 十一月廿五日 足立寅一氏ヨリ石第三百本ヲ寄贈セラノレ 貧ーが、 明治 26年も健在で、学校に石
要ナル事件J f第 2誌を寄贈している ことがわかる。
ニ節本校設置
後j
9-1 f第八編ーJ {昭和 47 年度の中に、以下の記録がある。 ] →創立百年の起点は、用行義塾の発足
[寧立てはなく、 時から数えていることがわかる。
日誌のように編年 同 ( f十一月 J ) 十八日 創立百年記念児震関係行事実施
{本で行事等が記録 同二十一日 創立百年記念式典
されている。 ]
[表 4 ・ 以上 ]
表 5 W沿.$誌(習l目尋常小学校) A から得た用行事量塾関連の情報
資料No.12~13 の『沿革誌(吉11 目尋常小学校) J より
情報No. 資料中で右の抜書 原文の抜き番き ここから分かる用行義塾関連の事柄き文章がある場所
12-1 明治 22 年 3 月 24 本校及両分校トモ註著書授与式及退学式ヲ執行ス →用行義塾の発起人の 1 人 ・ 足立競一郎









12-2 明治 22年 6 月 30 久努村長 杉山兼作 →用行義事告の発起人の l 人 ・ 足立締一郎
日の条 同助役 足立締一郎 が、明治 22年 6 月 30 日に久努村の助役
同収入役杉山徳三郎 に就任したことがわかる。
右就任認可相成タリ
12-3 明治 22 年 8 月 24 本学区国本人足立五郎作氏ハ幼年頃本校ヲ卒業シ爾後札幌幾 →ここから、ある文献で用行義塾の卒業










12-4 明治 22年 11 月 3 天長節 拝事霊式 →用行義塾の発起人の 1 人で当時の助
日の条 明富嘉仁親主殿下立太子式 役 ・ 足立競一郎が、明治 22 年 11 月 3 日




午前八時三十分迄ニ生徒一同登校シ職員一同モ之ニ先ツテ出 →「先ツテj の fツj は fシj であれば





資料No. 12.......13 の『沿革誌(百IJ 自尋常小学校) J より
情報No. 資料中で右の抜番 原文の放き書き ここから分かる用行義艶関連の事柄き文章がある場所
12-5 明治 22 年 12 月 24 授業ノ終業式ヲ執行ス →照行義塾の発起人の 1 人で当時の助
日の粂 役場ヨリハ杉山村長足立助役来校セラレ本校職員一向及各 役 ・ 足立諦一郎が、明治 22 年 12 月 24
期生徒(分教室生徒モ加入)ハ午前八時三十分迄ニ出校セ 日の終業式に出席していることがわか
リ [以下略] る。
12-6 明治 23年 1 月 8 13 例年ノ通り生徒ノ新年拝賀式始業式 [ r新年~始業式j までの →用行義塾の発起人の 1 人で当時の助
の条 部分は分ち書き ] ヲ執行ス 役 ・ 足立諦一郎、及び舟行義塾の発起人
[中略 1 の 1 人 ・ 足立英三郎が議員として、更に
午前八時四十分迄に生徒一同及藤本校長藤原訓導足立山本両 用行義事長の発起人の 1 人 ・ 足立貫ーが有
授業生杉山村長足立助役長妓拳得辻弥七郎植田藤平鈴木紀・ 志者として、また、戸倉資料で登場する
[ 1 字単l読難}足立英三郎ノ五議員外有志者足立貧ータト三名来 長坂幸得が「議員j として、 明治 23 年 1
校セラレ九時ノ号鐘ト共エ受持教員ハ各期ノ生徒ヲ式場ニ整 月 8 日の新年拝賀式 ・ 始業式に出席して
列セシメ [以下略] いることがわかる。
12-7 明治 23 年 2 月 11 紀冗節拝賀式執行ス →用行義塾の発起人の 1 人で当時の助
日の粂 陪.. 役 ・ 足立議一郎が、明治 23 年 2 月 11 日英式場ノ整燈等ハ略新年拝賀式均ク校長ヨリ 神武天皇ノ
御聖徳ニ関シ演説アリ~エ足立助役ノ演説アリ始終唱歌ヲ の紀元節に出席し、演説をしていること
以テ秩序敬礼ヲ立テタリ がわかる。
12-8 明治 23年 3 月 22 経望書授与式及退学式ヲ挙行ス →用行義塾の発起人の l 人で当時の効
日の条 役場ヨリ足立助役来校セラレ村会ノ議員ニハ長坂幸得足立笑 役 ・ 足立締一郎、及び用行義塾の発起人
三郎鳥居積蔵ノ三氏来校セラレタリ の 1 人 ・ 足立英三郎が議員として、 更に、
戸倉資料で重量場する長坂霊長得が議員と | 
して、明治 23 年 3 月 22 日の卒業式に出
賭していることがわかる。
12-9 明治 23 年 12 月 24 本日ヲ以テ授業終業式ヲ執行ス →用行義塾に用務員として関係してい





12-10 明治 24年 1 月 8 日 授業始業式及生徒ノ新年拝賀式ヲ挙行ス →用行義艶に用務員として関係してい
の条 役場ヨりハ村長及日向助役来校セラレ村会議員及有志者ニ た日情]~整作が助役として、また用行義勢
ハ足立貫一足立英三郎長坂拳得辻弥 [ r弥J は『孫」にも見 の発起人である足立貧ー ・ 足立英三郎、
えたが、 別資料(情報No.13-3) で「弥j であると確定} 七 更に戸倉資料で登場する長坂署長得、また
郎鈴木銀蔵組問藤平石川重量作諸井和三郎鳥居積蔵片 【 f片j 前出の足立五郎作が、明治 24年 1 月 8
は f戸j にも見えたが、買IJ資料(情報No.13-3) で 「片j で 日の始業式 ・ 新年拝賞式に出席している
あると確定】 悶源次郎杉山半蔵清水仁三郎ノ鰭氏外農学1等 ことがわかる。足立五郎作は演説も行つ
土足立五郎作氏来校セラレタり {中略] 次ニ足立農学博士 ている。
ノ演説アりテ後唱歌ヲ以テ其式ヲ了リ各 陛下万歳ヲ合唱
セリ
12-11 明治 24 年 2 月 11 紀冗節ー付謹テ休業シ門前へ国旗ヲ錫ケ校長訓導ーハ県庁へ →用行主義豊島に用務員として関係してい
日の粂 賀表ヲ差出セリ又当校拝賀ノ式ヲ挙行セリ其景況ノ ー斑ハ午 た日向慈作が助役として、明治 24 年 2
前九時迄ニ学校職員七名及生徒一同登校シ役場ヨリハ日向助 月 11 日の紀元節式典に出席しているこ
役議員三名来校セラレ議テ生徒ハ受持教員ノ指揮エ由ツテ式 とがわかる。
場エ獲チIJスノレヤ [以下略]
12-12 明治 24 年 11 月 3 天長節拝賀式ヲ挙行シ藤本校長小林鈴木藤本ノニ問1)導ニハ本 →用行義塾に用務員として関係してい
日の粂 県庁へ質表ヲ郵塁シ奉りタロ た日向議作が助役として、明治 24年 11
此日天気甥ニ天一点ノ黒雲ナク門前ニハ国旗ヲ掲ケ午前八 月 3 日の天長節手平賀式に出席しているこ
時四十分迄ニ各期生徒一同及駿員一同並杉山村長臼向助役 とがわかる。
主主校セラレ [以下略]
12-13 明治 24年 11 月 20 さき 司照行義塾に用務員として関係してい朝時キニ校長ヨリ請求セシ震災破損箇所修繕ノ件村会ニ於テ可自の条 決シタノレ旨ニ付日向助役出校セラレ大工小島忠七及左官原悶 た日向護作が助役として、明治 24 年 11
角太郎へ金六十有余円ヲ以テ工事ヲ命ゼラレタリ 月 20 日に小学校に出向き、修繕工事の指示をしたことがわかる。
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降料ぬ12~13 の『沿革誌(動l 目尋常小学校) ~より
|資料中で右の抜書|情報ぬ I;;;]j~;~m;-i l 原文の抜き書き | ここから分かる舟行騨関連の糊lき文章がある場所|








静岡県令小野田盛岡山名態田郡長等ノ臨場ヲ賜リタリ同十|→明治 14 年 10 月 20 日に新築校舎の開校
六年広岡村外四ヶ村(国本、愛野、愛沢、高尾)ヲ以テー|式が県令以下を招き、盛大に挙行されたこ
行政区域ト定メラレ従ツテ十九年二月静岡県甲第十二号ヲ!とがわかる。
以テ一行政区域ノ、一学区一小学校ノ制ヲ敷カレタノレニヨり |→明治 16 年に 5 村が 1 つの行政区域に
苦IJ 目舎ヲ以テ公立小学百IJ 目 尋常小学校トシ鐙沢、高尾ノ両!なったことがわかる。
所へ分校ヲ笹キタリ其後廿一年四月十七日法律第一号ヲ以|→明治 19 年 2月に公立小学制目尋常小学
テ市町村制ヲ公布セラレ従ツテ廿二年県令第十九号ニ基キ|校となり、分校を鐙いたことがわかる。
l自国本広岡及周智郡ノ村松ナノレ三村ヲ以テー 自治区ニ造成|




[ r守J はママ ] テ同年五月一日新ニ久努村立前回尋常小
学校ヲ設置セリ |→明治 25 年 5 月 1 日に久努村立制目尋常
明治廿六年十一月一日高等小学校ノ教科ヲ併鐙スノレノ件許|小学校に改められたことがわかる。
可トナノレ因テきをニ久努村立制目尋常高等 [ r尋常J r高等JI 
の部分は原文では分ち書き I 小学校トナノレ i→明治 26年 11 月 1 日に高等科の設償が認
可され、久努村立青l 目尋常 ・ 筒等小学校に
改められたことがわかる。
13-2 1 (四)学校経営毎年|明治廿六年十一月廿六日 生徒へ附与ノ主意ニテ注ノ品ヲ|→用行義塾の発起人の 1 人 ・ 足立貫ーが、
度教育費予算決算i寄附セラ/レ |明治 26 年 11 月 26 日に石筆を寄附してい
ノ款項及授業料パ一石筆三百本 寄附者足立貫一 |ることがわかる。但し、情報の鋲りがどこ
多寡苦手附金等ニ関I 1かにある模様。
スノレ事 | 【但し、 「一石筆三百本」の文字の上に簿い和紙の紙
[ r毎年J から「害事| 片が貼られており、紙片には「記載ヲ誤ノレj と記され
F付金者事J までの部分| ている。 r石第三百本J には何らかの誤りがあること
は原文では分ち舎| になるが具体的には不明。本数の誤りであろうか。 1
き ]
13-3 I (十四)儀式ノ概要|明治廿五年一月六日始業式ヲ挙行ス |→用行義塾の用務員であった日向議作が
児童卒業修成証書| 午前八時三十分迄エ本校職員一同出校シ生徒一同及役|助役として、また舟行義塾の発起人の 1
授与式学校創立記| 場ヨリ杉山村長日向助役t議員ニハ足立英三郎辻弥 【問|人 ・ 足立英三郎と同 ・ 足立締一郎及び戸倉
念式祝祭日新年式| 違いなく『弥J と読める ] 七郎長坂幸得片 【間違いな|新資料に笠場する長坂参得が「議員J とし
入学式等ノ類 | く f片J と読める ] 回源次郎石川賢作鈴木銀蔵範囲藤lて、さらに前出の足立五郎作が、明治 25
[ r児童J から f等| 平足立締一郎ノ路氏並本村出身ノ農学土足立五郎作エl年の始業式に出席していることがわかる。
の類j までの部分は| ハ何レモ一定ノ席ニ列セラレ君ガ代ノ唱歌ヲ奏シ次ニ!足立五郎作は演説も行っている。
原文では分ち書き 1 1 校長 勅語を奉読シ夫レヨり訓導以下ノ祝辞或ハ演説
生徒ノ答苦手足立五郎作氏ノ演説アリタリ例=ニヨリ生徒
各自へ白紙一帖ヅ、ヲ与フ
13-4 1 [ 向上 1 I 同 【明治 25 年I 二月十一日 |→用行義塾の用務員であった 日肉鐙作が






13-5 1 [向上 1 1同 [明治 25 年 ] 三月 廿四 日卒業修成証書授与式ヲ挙行ス |→用行義塾の用務員であった日向慈作が





際料ぬ12-13 の『沿革誌(昔IJ 目尋常小学校) J より
情報No. 資料中で右のま友香 原文の抜き書き ここから分かる用行義豊島関連の事務き文章がある場所
13-6 [向上] 同 [明治 25 年 ] 十一月二日 →明治 25 年 11 月 3 日の天長節遥賀式・御
天長節遥賀式御影拝簸式 [ r天長 ......式j までの部分は原文 影拝裁式に、舟行義塾の用務員であった日










13-7 [向上 l 同 I 明治 27 年 3 月 ] 廿四日 吋用行義塾の用務員であった日向謹作が
証書授与式ヲ行フ 助役として、また用行義径の設立者の 1 人
来賓ハ日向助役鈴木杉山両学務委員及ピ足立葵片田ノ である足立葵(英三郎)が、明治 27 年 3
二議員ナリ又甲科生へハ東半紙三帖ヅ、乙科生ヘハ肉 月 24 日の卒業式に出席していることがわ
二帖ッ、丙科生へハ同一帖ッ、貧セリ 力、る 。
13-8 【同上] [明治 28 年】 二月廿四日 →用行義塾の用務員であった日向龍作が
従容授与式ヲ行フ 助役として、明治 28 年 3 月 24 日の卒業式
来事空杉山村長日向助役杉山鈴木ノ両学務委員ナリ に出席していることがわかる。










ラレタリ越へテ明治二十六年八月ノ ・ [ 1 字判読難] ヨ日間
窓若シクハ生前ノ友人阪部要司大木文蕨長関稔吉太問繁治
藤間栄吉鈴木重作高塚隆二郎藤本彦四郎広く有志ノ寄附金
ヲ乞ヒ一大墓碑及ヒ時石 [ r及ヒ碑石j の文字の上に赤色で











13-12 [ 向上 ] [時期に関する記載はないが、明治 27 年 4 月の情報と 6 月 →明治 27 年 4-6 月頃、 用行義塾の設立者
の情報の問に記載されている。その頃と推定される} の 1 人 ・ 足立貧ーが、自身設髭の会社が製
本村国本 足立貫一氏ヨリ 進した簡席を 2 枚寄附したことがわかる。。
自 己ノ紋鐙ニ係ノレ碕席会社製造ノ繍席二枚ヲ寄附セラレタ
り
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史 ・ 史料編』は、用行義塾に関する f現時点におけるす
べての史料J を収録したと記している (499 頁)が、収








示するに当り、 f基本的に各学校の 「沿革誌j によって





















る。それは発行の時期である。 w市史 ・ 史料編』が発行
されたのが昭和 58 年 1 月 31 日、 『市史』のそれは同年
11 月 3 日であるのに対して、『静岡県教育史 通史篇上








































育J (8) と題された部分で、《趣意書》と「規則J が紹介さ
れているが、内容は『市史』他と大差はない。それ以外
では、用行義塾の場所として久津部新屋 2080 番地の 1 が












































既に戸倉新資料①で、 「現在ノ校舎(明治 14 年移転前
の校舎を指すー・小栗注)ハ先ニ九名ノ発起ニテ新設(用
行義塾設置の際に建てたものを指す…小柴注)セシ者ヲ
































情報No.2-5、ト6 で、周行義塾の名称が明治 5 年 7 月に
始まり、明治 6 年に終駕を迎えたと記録されている。
開始時期の明治 5 年 7 月 1 日は、拙稿「用行義塾の基
礎的研究資料(その 1)J ~ r用行義塾の基礎的研究資料
(その 3)J (13) に収録した表 1~袋 5 の教員 ・ 塾生の出席
状況が全て明治 5 年 7 月朔日 (1 日)から始まっている
こととも符合する。 しかし舟行義塾の「発校J は明治 5










していたのは、情報ぬ2-5 及び情報No.2-4 では明治 6 年 6
月までとなっているが、情報ぬ2-6 では明治 6 年 7 月ま
で、となっている。 6 月と 7 月では 1 ヶ月の差があるが、
なぜこのような違いが生じるのかは分からない。 6 月説
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いたものと推測される。
④教員について
情報No.4-1 、 4-2 から、歴代の職員(教員)についての
情報を伺うことができるが、記録されているのは明治 11
年以降の情報のみで、それ以前の職員については記録が
存在せず、 f不明J (情報No.4-1) であるとの断り望書きがあ





























倉新資料に登場し明治 13年当時の学務委員の 1 人であっ
そのため表 4 ・ 表 5 では、 彼らの情報も示している。し




の計 4名について、彼らの名が表 4 ・ 表 5 の中で登場す
る場所と回数をまとめ、登場総回数の多い順に並べると
表 6 のようになる。但し、登場回数は、「原文の抜き書き J
の欄に登場する回数だけを数え、 m者による説明欄での
言及は対象と していない。また、情報No.13-9 の所で、明






義塾の基礎的研究資料(その 2) J (22)で指摘した通り、
表 6 用行事量聖書に関連する人物の登場回数
氏名 表中の場所一情報ぬ 重量場回数






























水清太( W沿革誌 第一編』冒頭の編纂者一覧、及び情報 4 
No.4-2) (19)、同じく職員 ・ 校長として登場する諸井隣太郎
(情報ぬ13-10、 4-2 他) 側、さらに久津部地域から鏡出し
た学士で帰省の際には大歓迎されていた足立五郎作(情














普十 6 回」一・『円引(補注) r原文の抜書き J 繍に [ ) 付きで付した筆者の注
記だけに登場する場合もあり、その場合は回数の数字





ついて 、 後に地元の村(23) の助役、村長を務めるまでに
なっていた程の人物であることが初めて分かった。
日 向に関する情報をまとめると、次のようになる。






但し、 日向の記憶によって作られた f別表第一図j は未
だ発見できておらず、非常に残念である。
第 2 に、日向謹作は明治 36 年 7 月 24 日に久努村の村
長に就任し、明治 37 年 4 月 25 日に退職するまで村長を
務めていたことが分かつた(情報No.7-2) 。
第 3 に、彼が村長になる前から、小学校の行事に参列




向J ではなく、 「日向龍作J と記されているところは、
ここでも「日向謹作J としている。
・ 明治 23 年 12 月 24 日、終業式参加。 f 日 向J 助役。(情
報No.12司9)
・明治 24年 1 月 8 日、始業式 ・ 新年拝賀式参加。「日
向J 助役。(情報No.I2-10)
-明治 24年 2 月 11 日、紀元節参加加。『日向J 助役。
(情報陥.1 2-1 1)
・ 明治 24 年 11 月 3 目、天長節拝賀式参加。「日向J 助
役。(十青報No.12-1 2)
- 明治 24 年 11 月 20 日、震災で破損した箇所の修繕工
事の指示をするため学校を訪れている。「日 |向 j助役。
(情報ぬ12ぺ3)
- 明治 25 年 1 月 6 日、始業式参加。 r 日 向 j 助役。(情
報No. 13-3)
- 明治 25 年 2 月 11 目、紀元節拝賀式参加。 f 日向J 助
役。(情報No.13-4)
・ 明治 25 年 3 月 24 日、卒業式参加。 f 日向j 助役。 (tï'i
報No.1 3-5)
・ 明治 25 年 11 月 3 目、天長節拝賀式参加。 r 日向謹
作Jo r村会議員町村吏員学務委員等J の 1 人として。
(情報No. I3-6)
・ 明治 27 年 3 月 24 日、卒業式参加。 「 日向」助役。(情
報ぬ13-7)
- 明治 27 年 8 月に建立された諸井隣太郎の石碑建設に
f 日向謹作J が尽カ。(情報No.I3-10)
- 明治 28 年 3 月 24 臼、卒業式参加。『日向J 助役。(情
報No.13-8)




以上の中で、助役の 「 臼向J が r l3向龍作J と同一人





の 1 人と して 「 日向謹作J が参列しているが、その前後












そうだとすれば、たとえば、上の天長節の 「村吏J r 日 向
謹作J と 「助役J r 13 向 J も同一人物ということになり 、
日向龍作が助役であったことになるであろう。
③明治 36 年に日向謹作が村長に就任していることは、
上記の第 2 点目の情報から明確であるので、 それ以前の
期聞に助役を務めていても不思議ではない。
④明治27年8月に建立された諸井隣太郎の石碑に閲し





いう記載がある (24) 。 ここでも「村吏j とだけあって助役
とは書かれていないが、先の明治 25 年の天長節の時と問
機に、 f村吏J の「日向謹作j をここでも確認できる。







編~ 405........406 頁に「四四 小学校生徒修学旅行・運動会
に関する件」 があり、その末尾に明治『廿七年七月二十
日 J 付けで「久努村助役 目向謹作図J と記されてい
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た。この記録から 、 明治 27 年時点で久努村の助役は 日 向
謹作であったことを確認できる。従って、 筆者の調査で
明らかになった明治 23 年 12 月の終業式から明治 28 年 3
月卒業式までの小学校の行事に参加していた『日向j 助
役は、 すべて 日 向謹作ということになる。
以上のことから日向謹作は、明治 23 年 12 月時点で既
に助役であり 、明治 28 年 3 月までは確実に助役を務めて









代には用務員のような仕事をしていたが 、 それから 20
年ほど経た明治 23 年以降には、この村ではなくてはなら
ない稜の重要人物に成長していたことになる。
彼の年齢は不明であるが、仮に明治 20 年代 30 年代に
村政の要職を務めていた頃の年齢が 40 歳代 50 歳代で
あったとしたら、用行義塾に関わっていたころは 20 歳代







































情報ぬ12-1 にある明治 22 年 3 月の卒業式への参加であ
る。この時には唯一の f役場員j として参加している。





助役になって以降は、明治 22 年 11 月の天長節(情報
恥12-4) や、同年 12 月終業式(情報ぬ12-5) 、 翌 23 年 1
月の新年拝賀式(情報No.I2-6) 、同年 2 月の紀元節(情報
ト10.12-7) 、同年 3 月の卒業式(情報ぬ12-8) に、いずれも
助役の肩書きで参加している。
明治 23 年 12 月の終業式では参加している助役が f 日
向 J tこ変わっているので、明治 23 年末までのどこかの時
期に助役を辞めていることになる。その後、明治 25 年 1
月の始業式には f議員j の 1 人として参加している (情
報泌1.13-3) ので、助役退任後は村会議員になったものと
見られる。明治 25 年 11 月の天長節にも彼は参加してい
るが、この時には肩書きは明確には記されていない。『村










・ 明治 23 年 1 月、新年拝賀式始業式に f議員J の l
人として参加。(情報No.12-6)
・ 同年 3 月の卒業式に 「村会ノ議員j の l 人として参
加。(情報No.1 2-8)
・ 明治 24 年 1 月の始業式 ・ 新年拝賀式に『村会議員及
有志者J の l 人として参加(情報ぬ.12-10)。彼の場
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合は議員としての参加であろう。
・明治 25 年 1 月の始業式に、「議員j の 1 人として参
加。(情報ぬ 13-3)
・ 明治 25 年 11 月天長節に f村会議員町村吏員学務委
員等J の 1 人として参加。(情報No.13-6)












・ 明治 23 年 1 月新年拝賀式 ・ 始業式、「有志者J とし
て足立貿ーが参加。(情報No.12-6)
・ 明治 24 年 1 月の始業式 ・ 新年拝賀式に『村会議員及
有志者J の 1 人として足立貫ーが参加。 彼は f有志
者j としての参加であろう。(情報恥12-10)
・ 明治 25 年 11 月天長節に足立貫ーが参加。 「村会議員
町村吏委員学務委員等J の l 人として。 足立は 「等」
に入るのであろうか。(情報No.13-6)
・ 明治 26 年 11 月 25 日、足立寅ーが学校に石筆 300
本を寄贈。 (情報No.8-6)
- 明治 26 年 11 月 26 日、足立貰ーが右筆 300 本を生徒
に寄付。但し「記載ヲ誤ノレj の紙片が該当箇所に貼
付されている。何を誤ったのかは不明。 (情報No.13-2)





























のデジタノレ化資料でそれを見た。奥付には明治 27 年 1
月 8 日印刷 (r8J の部分のみ手書きの 「八j。他は活字) 、
9 日出版 (f9J の部分のみ手書きの『九J ) と記されてお
り、さらにその左側に全て手書きの縦書き(数字は実際
には淡数字)で、明治 27 年 1 月 9 日再編、明治 27 年 1
月 20 日発行、と魯
















































年 (1797 年)刊行という『東海道名所図会』にも 、 f沓
部J (くつベ)の名産として花避が紹介され、それを『織












































(1) ((役立趣意書》を(( ))で記す理由については拙稿 f舟
行義塾と編沢諭吉J (~静岡理工科大学紀要』第 22 巻、 2014
年刊、所収)を参照のこと。
(2) ~袋井市史 史料編凹 近代現代~ (袋井市史編纂委員
会綴、袋井市発行、昭和 58 年 1 月 31 日) 299 頁以下に収
録の「一 用行義塾教則ならひ・に規則j がそれである。
(3) r袋井市史 通史編~ (袋井市史編纂委員会編、昭和 58
年 11 月 3 日 、 袋井市役所発行)。
(4) r静岡県教脊史 通史篇上巻J (、静岡県率教育研修
所 ・ 編集、静岡県教育史刊行会 ・ 発行)の発行年月日は昭
和 47年 11 月 3 日、『静問県教育史年表統計篇~ (静岡県
率教育研修所 ・ 編集、静岡県教育史刊行会 ・ 発行)の発行
年月日は昭和 42 年 3 月 31 日である。
(5) 松下正 f近代教育の事実明期に学校を支えた人々 J (毒事国
歴史の会『聖書閏人物往来』、磐田歴史の会 ・ 発行、平成 12
年 9 月 23 日、東海道 400 年祭エントリ ー承認第 216 号、
所収) 51 頁。
(6) r竣工記念袋井東小学校のあゆみ~ (昭和 62年 3月 31
日、袋井東地区文教施設後援会。以下 fあゆみ』と略す)
がそれである。 fあゆみ』の fあとがき J (91 頁)に f文資J













(7) 注 (5) 記載の松下総文にある f当時地域には阿部家 ・




われる。 J (51 ~52 頁)という部分がそれにあたる。 このよ
うな記述は『治革誌』のどこにも出てこない。 ちなみに 『あ
ゆみJ 3 頁には、 r (前略)その頃の久津部村には、阿部家 ・
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長担E家 ・ 松井家 ・ 東の足立家 ・ 西の足立家 ・ 大草家 ・ 日向
家等の有力者がいたので、こ うした方々のことであろう。
有力者中のどなたかが中心になって郷校用行義塾発足の
議をま と め 、 設立資金の調達、建物の用意、教材の準備、
指導者の磁保等にあたって並々ならぬ努力をしたにちが
いない。 J とある。『あゆみ』 の文章をほぼ丸写しにしたよ
うになっていることが分かる。
(8) 前掲『あゆみ』、 4~5 頁。
(9) 同上、 3~4 頁。
(10) 向上、 3 頁。
(11) この fあゆみ』の著者は、 戸倉新資料を知らないのは
時期的に致し方ないとしても、 『あゆみ』よりも前に発行




ゆみJ 10 頁、 14 頁で足立貫一の名を記しているにも拘ら
ず、足立党の兄であることは紹介しても、Jtーが舟行義塾













要』第 23 巻、 2015 年 6 月 l 日、所収) 99 頁に紹介した新
資料①に f現在ノ校舎ハ先ニ九名ノ発起ニテ親設セシ者ヲ
用イ引絞現在来用スJ とある。現在の校舎の『現在J とは
明治 14 年のことを指 し、 当時の校名は公立小学制自舎で
ある。 9 名の発起で線設した校舎とは、 用行義製のことを
指している。従って、用行義盤以来、 明治 14 年まで同じ
校舎が使われていたことが分かる。
(13) 拙稿『用行義塾の基礎的研究資料(その1) J は『静岡
理工科大学紀要』第 22 巻 (2014 年 6 月 l 日)に、「用行義
塾の基礎的研究資料(その 2) J と「用行義塾の基礎的研究
資料(その 3)J は『静岡理工科大学紀要J 第 23 巻 (2015




第 22 巻、 2014 年 6 月 l 目 、 所収)、及び前掲拙稿 f用行豊島
製の基礎的研究資料(その 1) J を参照。
(16) 前掲拙稿 f用行義塾と戸倉新資料のこと J を参照。長
坂の「妓j は戸倉新資料①では f坂J 、『沿:;:誌』でも情報
No.7-1 、 1 2-6 等では『坂J であるが、情報No.13-6 のみ「阪j
の文字が使われている。本研究では、特に断りをしない限
り「坂j で統ーした。
( 17) 注 (14) に同じ。
(18) 足立隆二が足立英三郎の子に当るこ とは、 太田実雄 ・
原川定雄 ・ 共編『原川大和守関係者顛末~ (昭和 46 年 8 月
5 日、袋井図書館蔵) 13 頁の系図から分かる。
(19) 前掲 fあゆみJ 89 頁には歴代校長の一覧があり、 f1
代J として『清水清太 明 11--明治 15J の記載がある。
しかし、 これは、 f沿革誌 第一編』 冒頭に僅かれた「沿
革誌編纂者一覧表j にある「校長氏名J が明治 11 年度の
清水清太から始まっていることから、機械的に清水を fl
代J と付しただけのようである。なぜ、明治 11 年を初代
として しまったのであろうか。明治 10 年以前の学校には
校長がいなかったと言っている こ とに等しいこ とになる






情報No.4-2 も明治 11 年以降の「職員J の一覧があり、筆
頭に清水が鐙かれているが、 こちらには f校長J の肩香き
は付いていない。校長と明確に判断できる一覧資料は『沿





行義塾と戸倉新資料のこと J 参照)。また、絡を報No.13-10 か
らも分かる通り、若くして逝去したことを惜しむ地元の
人々により記念の石碑が建立されている。同時に『諸井隣
太郎君主導基準建設之顛末~ (編集兼発行 ・ 阪部要司 〔磐田郡



















岡県英学史J (講談社、昭和 42 年 10 月 20 日)の記述から
であった。この警は用行義塾に関 して重大な誤認があり
(この件については別の機会に述べたいと考え、 本稿では
触れなし 、) 、 かっ情報の出典が記されていない点で信滋性
に疑義があることを断っておかねばならないが、五郎作を
用行義塾の塾生の 1 人であったと位置付け、 「当時の土地
の素封家だった足立五郎作(鋳川中学を経て、北海道札幌
中学に入札最も優秀な成績で同校を卒業、当時の英文論
文は同家に現存)J ( 143 頁)と紹介している。
足立五郎作については『岳陽名士伝.n (明治 24 年 10 月




舟行義塾発起人の 1 人 ・ 足立貫一の第(前掲『あゆみJ 10 
頁)であるから、五郎作もまたこの足立家の親族の 1 人で



















(24) 前掲『鯖弁隣太郎君事喜碑建設之顛末~ 8 頁。
(25) 情報No.12-2 で明らかな通り、明治 22 年から助役は足
立締一郎が務めていた.彼も舟行義事長の発起人の 1 人であ
る.その足立が助役として行事に参加したことが分かる最
後は明治 23年 3 月であり(情報No.12-8)、その後の行事に
助役として歩加するのが『日向j である。従って、明治 23
年のどこかで足立締一郎から日向謹作へ助役の交代が






(26) 例えば、注 (11) で紹介した『慶慮義務百年史 ・ 下巻』
がそれに核当する。
(27) r東海道名所図会復刻版 上巻~ (平成 11 年 8 月 8
目、羽衣出版。浜絵中央図撚館般) 486 頁に「名産花建 沓
部村の名物として花泌を織て緒園へ'fl.ふJ と記されている。
『貿J は「陶J と同じ意味。問答の原本がJ!政 9 年刊行の
ものであることの記載は向軍事 l 頁にある。
(28) 八木洋行『東海道名物膝架毛J (2009 年 6 月 23 日、静
新新書、静岡新聞社) 202 頁。「海道純一の大観』と記した
のは『東街便覧図略』である。湿地帯であった普の袋井辺
り、砲zy.の栽絡が盛んであったらしい(同)。それなのに、
足立貧ーらが、備中から繭zy.栽培の専門家を招き、学ばな
ければならなかったということは、既に明治の頃には袋弁
地核でのIIUt栽培は衰退し、専門家が弘拭していたことを
意味することになろう。
